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論文内容の要旨
【背景・目的】
　上部消化管内視鏡検査は、上部消化管病変の診断に重要な検査である。ただ、通常の前
方視上部消化管内視鏡（EGD）では、Vater乳頭、幽門輪すぐ裏の十二指腸球部、傍乳頭憩
室の観察が困難な場合がある。スコープ先端の正面と左側面にCCDカメラを２つ搭載し
た210度の視野角をもつ広角上部消化管内視鏡（full-spectrum endoscopy: FUSE）は、正面
および左側面を同時に観察可能なことから、EGDで観察困難なVater乳頭、幽門輪すぐ裏
の十二指腸球部、更に食道胃接合部の扁平円柱上皮接合部（squamo-columnar junction：
SCJ）の近接観察が可能である。また、十二指腸鏡などの側視内視鏡と異なり正面視も可
能なことから安全なスコープ操作もできる。以上よりFUSEは上部消化管病変のスクリー
ニングに適した内視鏡と期待されるが、上部消化管のスクリーニング検査に有用か否かの
検討はほとんどない。今回の研究の目的は、スクリーニング検査としてのFUSEの有用性
および受容性を評価することである。
【対象】
　2016年4月から2017年5月に藤田医科大学病院内視鏡センターに上部消化管病変のスク
リーニング目的で来院し、同意を得てFUSEを施行した103例（年齢中央値68歳、26-91歳、
男：女　54：49）と、同時期にEGDを施行した1045例（年齢中央値67歳、20-97歳、男：女　
537：508）。
【方法】
　評価項目はFUSE群とEGD群におけるVater乳頭および幽門輪・十二指腸球部前壁側接
合部の視覚化率、傍乳頭憩室の発見率の比較である。またFUSE群とEGD群における上部
消化管癌の発見率も比較した。FUSE群単独の検討として、SCJの近接観察の可否も評価
した。受容性の評価として、EGD施行歴のあるFUSE被験者38名にアンケートを行い視覚
的アナログ尺度（visual analogue scale: VAS）を用いて挿入時、検査中、検査後の苦痛度（0：
楽-50：EGDと同等-100：苦痛）を評価した。
【結果】
　Vater乳 頭 の 視 覚 化 率 はFUSE群 が83.4 ％ （86/103）、EGD群 が34.7 ％ （363/1045）と
FUSE群が有意に高値であった（P＜0.001）。幽門輪・十二指腸球部前壁側接合部の視覚化
率はFUSE群が86.4％ （89/103）、EGD群が7.1％ （74/1045）とFUSE群が有意に高値であっ
た（P＜0.001）。傍乳頭憩室発見率もFUSE群が8.7％ （9/103） 、EGD群が1.6％ （17/1045）と
FUSE群が有意に高値であった（P＜0.001）。FUSEによるSCJの近接観察は91.3％ （94/103）
が可能であった。苦痛度の評価では、FUSEの挿入時の平均が51.8点 （10-75）、検査中が
47.0点 （0-75）、検査後が45.7点 （10-50）であり、過去のEGDとほぼ同等だった。上部消化
管癌に関しては、FUSE群では発見されず、EGD群では食道癌5例、胃癌15例が発見され
たが、有意差は認めなかった（P=0.247）。
【考察】
　FUSE群はVater乳頭および幽門輪・十二指腸球部前壁側接合部の視覚化率、傍乳頭憩
室の発見率ともEGD群に比し有意に高値であった。従って、FUSEは十二指腸Vater乳頭
および傍乳頭領域の疾患の早期発見が期待できる。SCJはEGDでの正面視が困難な部位で
あるが、FUSEにおいて、91.3％の頻度で近接観察が可能であった事から、胃食道逆流症、
バレット食道、食道腺癌などの内視鏡診断に有用であると考えられる。VASによる評価
では、過去に施行したEGDと苦痛度がほぼ同等であったことから、FUSEは日常検査でも
受容される可能性が示唆された。本研究で、上部消化管癌の発見率に関して有意差を認め
なかったが、FUSEは現状では高分解能のEGDより画質が劣るため、見落しがないよう慎
重な内視鏡観察が必要と考えられる。また、本研究の限界として、単独施設の研究かつサ
ンプル数が少ない点が挙げられる。
【結語】
　FUSEは特に十二指腸の観察に有用であり、苦痛度も受容されることから、スクリーニ
ング目的の上部消化管内視鏡検査に有用であると考えられた。
論文審査結果の要旨
　スコープ先端の正面と左側面にCCDカメラを２つ搭載した210度の視野角をもつ広角上
部消化管内視鏡（FUSE）は、通常の前方視上部消化管内視鏡（EGD）で観察困難なVater乳
頭、幽門輪・十二指腸球部前壁側接合部（幽門輪裏）、食道胃接合部（SCJ）の近接観察が可
能である。そのため上部消化管病変のスクリーニングに適した内視鏡と期待されるが、有
用か否かの大規模な検討はない。本研究では、スクリーニング検査としてのFUSEの有用
性および受容性を評価している。上部消化管病変のスクリーニング目的にFUSEを施行し
た103例と、同時期にEGDを施行した1045例を対象とした。方法として、FUSE群とEGD
群でのVater乳頭、幽門輪裏の視覚化率、傍乳頭憩室の発見率を比較した。FUSE群での
SCJの近接観察の可否も評価した。受容性の評価に、EGD施行歴のあるFUSE被験者38名
に視覚的アナログ尺度（VAS）を用いて挿入時、検査中、検査後の苦痛度（0：楽-50：EGD
と同等-100：苦痛）を評価した。結果は、FUSE群とEGD群で、Vater乳頭の視覚化率は
83.4％、34.7％。幽門輪裏は86.4％、7.1％。傍乳頭憩室発見率は8.7％、1.6％と、どれも
FUSE群が有意に優っていた。FUSEによるSCJの近接観察は91.3％が可能であった。苦痛
度は、FUSEの挿入時の平均が51.8点、検査中が47.0点、検査後が45.7点で、過去のEGDと
ほぼ同等だった。本研究は、スクリーニングでのFUSEの有用性を初めて詳細に検討した
100例以上の大規模研究であり、FUSEは日常検査でも受容される可能性が示唆され、学
位論文に値するものと評価された。
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